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館
長
挨
拶

展
示
会
開
催
に
あ
た
っ
て

九
州
大
学
附
属
図
書
館
長

　宮
本 

一
夫

　九
州
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
開
学
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
九
州
大
学
が
所
蔵
す
る
貴
重
書
文
献

等
の
展
示
会
を
昭
和
五
四
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、本
学
の
学
生
、教
職
員
だ
け
で
な
く
、一
般
市
民

の
方
に
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、お
陰
様
で
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　今
回
の
展
示
会
で
は
、「
真
仮
名
、か
な
、カ
ナ 

　仮
名
と
文
体
の
発
達
史

　」と
題
し
、九
州
大
学
附
属

図
書
館
が
所
蔵
す
る「
春
日
政
治
・
和
男
文
庫
」を
中
心
に
、
万
葉
集
な
ど
で
見
ら
れ
る
真
仮
名（
万
葉
仮

名
）の
表
記
か
ら
仮
名
、書
き
言
葉
の
成
り
立
ち
を
紐
解
い
て
い
き
ま
す
。

　春
日
政
治
・
和
男
文
庫
は
、九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
・
国
文
学
講
座
の
主
任
教
授
と
し
て
父
子
二
代

に
渡
っ
て
訓
点
語
学
の
研
究
を
さ
れ
た
春
日
政
治
・
和
男
両
博
士
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、平
成
二
五
年
に

ご
遺
族
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。訓
点
資
料
を
中
心
に
、
国
語
学
・
国
文
学
全
般
に
わ
た
る
古
写
本

や
古
版
本
な
ど
約
四
〇
〇
点
か
ら
な
り
、類
本
の
な
い
貴
重
書
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。今
回
は
、そ
の
中

で
も
特
に
貴
重
な「
金
光
明
最
勝
王
経
」、「
紺
紙
金
字
無
量
義
経
」、「
根
本
薩
婆
多
部
律
摂

　第
七
巻

　断

簡（
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
）」、「
慶
長
勅
版

　職
原
抄
」の
四
点
を
一
挙
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　開
催
期
間
中
の
五
月
二
一
日
（
土
）
に
は
、
展
示
の
監
修
を
さ
れ
た
本
学
人
文
科
学
研
究
院
の
高
山
倫

明
教
授
に
よ
る
公
開
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
こ
ち
ら
に
も
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

　九
州
大
学
で
は
平
成
三
〇
年
度
に
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
完
了
を
控
え
て
お
り
、今
回
の
展
示
会

は
、
こ
の
歴
史
あ
る
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
最
後
の
貴
重
書
展
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
ご

支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
移
転
後
も
変
わ
ら
ぬ
お
引
き
立
て
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　今
回
の
展
示
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、高
山
教
授
な
ら
び
に
文
学
部
国
語
学
・
国
文
学
研
究
室
の
研
究
者

の
方
々
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
八
年
五
月
一
三
日

講演者：高山倫明氏

「万葉仮名の世界」
入場無料　　申込不要

関連講演会

2016.5.21土

（九州大学大学院人文科学研究院 教授）

14：00～15：30（13：30開場）
九州大学中央図書館4階視聴覚ホール

～『仮名発達史序説』続貂～
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春
日
政
治
・
和
男
文
庫
の
概
要

春
日
政
治
・
和
男
文
庫
の
概
要

　春
日
政
治
・
和
男
文
庫（
以
下
、
春
日
文
庫
と
略
称
）は
、
春
日
政
治（
一
八
七
八-

一
九
六

二
）・
和
男
（
一
九
一
五-

二
〇
一
二
）
の
父
子
二
代
に
わ
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。両
博

士
は
、
と
も
に
九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
・
国
文
学
講
座
の
主
任
教
授
と
し
て
、
日
本
語
史
研

究
、
と
く
に
漢
籍
・
仏
典
類
に
付
さ
れ
た
種
々
の
記
号（
訓
点
）の
類
か
ら
、
仮
名
や
文
体
の
発

達
を
は
じ
め
、様
々
な
言
語
史
的
事
象
を
探
究
す
る
、訓
点
語
学
の
研
究
に
邁
進
さ
れ
た
。

　政
治
博
士
は
国
文
学
講
座
の
初
代
教
授
と
し
て
、
ま
た
三
代
目
の
図
書
館
長
と
し
て
活
躍
、

九
州
大
学
の
初
期
蔵
書
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。自
ら
も
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
展
覧
会

等
で
多
く
の
貴
重
書
を
出
品
す
る
な
ど
、九
州
で
は
田
村
専
一
郎
氏（
支
子
文
庫
旧
蔵
者
）と
並

ぶ
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。和
男
博
士
も
同
じ
道
を
志
し
、
国
語
学
会
評
議
員
・
理
事
を
勤

め
、ま
た
訓
点
語
学
会
会
長
と
し
て
斯
学
を
牽
引
さ
れ
た
。

　同
文
庫
は
、
訓
点
資
料
を
中
心
に
、
国
語
学
・
国
文
学
全
般
に
わ
た
る
古
写
本
・
古
版
本
な

ど
約
四
〇
〇
点
か
ら
な
り
、
類
本
の
な
い
貴
重
書
を
多
く
含
ん
で
い
る
。こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
両
博
士
が
生
涯
を
か
け
て
追
究
し
た
日
本
語
史
研
究
、
と
り
わ
け
表
記
史
・
文
体
史
研
究

の
貴
重
な
資
料
群
で
あ
り
、漢
字
を
表
音
的
に
用
い
た
真
仮
名（
万
葉
仮
名
）か
ら
仮
名
へ
の
プ

ロ
セ
ス
や
、
書
き
言
葉
の
成
り
立
ち
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。今
回
の
展
示
を
通
し

て
、日
本
語
が
辿
っ
て
き
た
道
の
り
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　な
お
、蔵
書
に
つ
い
て
は
、か
ね
て
よ
り
和
男
博
士
ご
本
人
か
ら
、中
野
三
敏
名
誉
教
授
を
介

し
て
九
州
大
学
へ
寄
贈
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
四
年
七
月
の
ご
逝
去
の
後
、
ご

遺
族（
長
男
春
日
和
行
氏
）よ
り
あ
ら
た
め
て
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。ご
遺
族

も
、
散
佚
さ
せ
ず
に
縁
の
あ
る
九
州
大
学
で
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
、
一
部
の
九
州
キ

リ
ス
ト
教
関
連
資
料
以
外
は
、
一
括
し
て
寄
贈
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。平
成
二
五
年

七
月
末
に
横
浜
市
港
南
区
の
春
日
家
よ
り
資
料
を
搬
出
、
燻
蒸
の
後
、
八
月
末
に
九
州
大
学
附

属
図
書
館
に
搬
入
さ
れ
た
。ま
た
、
九
州
大
学
が
す
で
に
所
蔵
し
て
い
て
重
複
本
と
な
る
洋
装

本
や
講
義
ノ
ー
ト
の
類
は
、
と
り
あ
え
ず
文
学
部
高
山
研
究
室
に
て
保
管
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。な
お
、一
連
の
蔵
書
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、中
野
名
誉
教
授
、今
西
裕
一
郎
名
誉
教
授
、松

原
孝
俊
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
絶
大
な
ご
尽
力
が
あ
っ
た
。

ま

な

が

―

仮
名
と
文
体
の
発
達
史―

春
日
政
治
名
誉
教
授
略
歴

　明
治
一
一
年

　明
治
四
四
年

　大
正
一
五
年

　昭
和
一
一
〜
一
三
年

　昭
和
一
三
年

　昭
和
一
五
年

　昭
和
一
九
年

　昭
和
二
〇
年

　昭
和
三
七
年 

　『仮
名
発
達
史
序
説
』『
古
訓
点
の
研
究
』等
、著
書
多
数

春
日
和
男
名
誉
教
授
略
歴

　大
正
四
年

　昭
和
一
五
年

　昭
和
二
五
年

　昭
和
五
九
年

　平
成
二
四
年

　『説
話
の
語
文
』『
語
文
叢
考
』等
、著
書
多
数

長
野
県
生
ま
れ

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
国
文
学
講
座
教
授

九
州
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
長

九
州
帝
国
大
学
定
年
退
官

　の
ち
九
州
大
学
名
誉
教
授

斯
道
文
庫
長

西
日
本
文
化
賞
受
賞

『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』で
帝
国

学
士
院
賞
受
賞

没長
野
県
生
ま
れ

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
卒

九
州
大
学
教
養
部

　の
ち
文
学
部
教
授

九
州
大
学
定
年
退
官

　の
ち
九
州
大
学
名
誉
教
授

没

春日和男博士 春日政治博士

ま
さ

　じ

ま

　が

　な

か
ず

　お

23



春
日
政
治
・
和
男
文
庫
の
概
要

春
日
政
治
・
和
男
文
庫
の
概
要

　春
日
政
治
・
和
男
文
庫（
以
下
、
春
日
文
庫
と
略
称
）は
、
春
日
政
治（
一
八
七
八-

一
九
六

二
）・
和
男
（
一
九
一
五-

二
〇
一
二
）
の
父
子
二
代
に
わ
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。両
博

士
は
、
と
も
に
九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
・
国
文
学
講
座
の
主
任
教
授
と
し
て
、
日
本
語
史
研

究
、
と
く
に
漢
籍
・
仏
典
類
に
付
さ
れ
た
種
々
の
記
号（
訓
点
）の
類
か
ら
、
仮
名
や
文
体
の
発

達
を
は
じ
め
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史
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事
象
を
探
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、訓
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学
の
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究
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進
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。

　政
治
博
士
は
国
文
学
講
座
の
初
代
教
授
と
し
て
、
ま
た
三
代
目
の
図
書
館
長
と
し
て
活
躍
、

九
州
大
学
の
初
期
蔵
書
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。自
ら
も
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
展
覧
会

等
で
多
く
の
貴
重
書
を
出
品
す
る
な
ど
、九
州
で
は
田
村
専
一
郎
氏（
支
子
文
庫
旧
蔵
者
）と
並

ぶ
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。和
男
博
士
も
同
じ
道
を
志
し
、
国
語
学
会
評
議
員
・
理
事
を
勤

め
、ま
た
訓
点
語
学
会
会
長
と
し
て
斯
学
を
牽
引
さ
れ
た
。

　同
文
庫
は
、
訓
点
資
料
を
中
心
に
、
国
語
学
・
国
文
学
全
般
に
わ
た
る
古
写
本
・
古
版
本
な

ど
約
四
〇
〇
点
か
ら
な
り
、
類
本
の
な
い
貴
重
書
を
多
く
含
ん
で
い
る
。こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
両
博
士
が
生
涯
を
か
け
て
追
究
し
た
日
本
語
史
研
究
、
と
り
わ
け
表
記
史
・
文
体
史
研
究

の
貴
重
な
資
料
群
で
あ
り
、漢
字
を
表
音
的
に
用
い
た
真
仮
名（
万
葉
仮
名
）か
ら
仮
名
へ
の
プ

ロ
セ
ス
や
、
書
き
言
葉
の
成
り
立
ち
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。今
回
の
展
示
を
通
し

て
、日
本
語
が
辿
っ
て
き
た
道
の
り
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　な
お
、蔵
書
に
つ
い
て
は
、か
ね
て
よ
り
和
男
博
士
ご
本
人
か
ら
、中
野
三
敏
名
誉
教
授
を
介

し
て
九
州
大
学
へ
寄
贈
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
四
年
七
月
の
ご
逝
去
の
後
、
ご

遺
族（
長
男
春
日
和
行
氏
）よ
り
あ
ら
た
め
て
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。ご
遺
族

も
、
散
佚
さ
せ
ず
に
縁
の
あ
る
九
州
大
学
で
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
、
一
部
の
九
州
キ

リ
ス
ト
教
関
連
資
料
以
外
は
、
一
括
し
て
寄
贈
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。平
成
二
五
年

七
月
末
に
横
浜
市
港
南
区
の
春
日
家
よ
り
資
料
を
搬
出
、
燻
蒸
の
後
、
八
月
末
に
九
州
大
学
附

属
図
書
館
に
搬
入
さ
れ
た
。ま
た
、
九
州
大
学
が
す
で
に
所
蔵
し
て
い
て
重
複
本
と
な
る
洋
装

本
や
講
義
ノ
ー
ト
の
類
は
、
と
り
あ
え
ず
文
学
部
高
山
研
究
室
に
て
保
管
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。な
お
、一
連
の
蔵
書
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、中
野
名
誉
教
授
、今
西
裕
一
郎
名
誉
教
授
、松

原
孝
俊
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
絶
大
な
ご
尽
力
が
あ
っ
た
。

ま

な

が

―

仮
名
と
文
体
の
発
達
史―

春
日
政
治
名
誉
教
授
略
歴

　明
治
一
一
年

　明
治
四
四
年

　大
正
一
五
年

　昭
和
一
一
〜
一
三
年

　昭
和
一
三
年

　昭
和
一
五
年

　昭
和
一
九
年

　昭
和
二
〇
年

　昭
和
三
七
年 

　『仮
名
発
達
史
序
説
』『
古
訓
点
の
研
究
』等
、著
書
多
数

春
日
和
男
名
誉
教
授
略
歴

　大
正
四
年

　昭
和
一
五
年

　昭
和
二
五
年

　昭
和
五
九
年

　平
成
二
四
年

　『説
話
の
語
文
』『
語
文
叢
考
』等
、著
書
多
数

長
野
県
生
ま
れ

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
国
文
学
講
座
教
授

九
州
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
長

九
州
帝
国
大
学
定
年
退
官

　の
ち
九
州
大
学
名
誉
教
授

斯
道
文
庫
長

西
日
本
文
化
賞
受
賞

『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』で
帝
国

学
士
院
賞
受
賞

没長
野
県
生
ま
れ

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
卒

九
州
大
学
教
養
部

　の
ち
文
学
部
教
授

九
州
大
学
定
年
退
官

　の
ち
九
州
大
学
名
誉
教
授

没

春日和男博士 春日政治博士

ま
さ

　じ

ま

　が

　な

か
ず

　お
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仮
名
の
発
達
と
文
体
の
発
達

　九
五
一（
天
暦
五
）年
、後
宮
に
撰
和
歌
所
が
設
置
さ
れ
、古
今
和
歌
集
に
続
く
二
番
目
の
勅
撰

和
歌
集
で
あ
る
後
撰
和
歌
集
の
撰
集
と
と
も
に
、万
葉
集
に
訓
点
を
施
す
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
と
に
あ
た
っ
た
の
は「
梨
壺
の
五
人
」と
呼
ば
れ
る
当
代
一
流
の
学
者
・
歌
人
た
ち
で
あ
る
。万
葉

集
は
、そ
の
成
立
か
ら
二
百
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、専
門
家
に
よ
る「
解
読
」を
必
要
と
す
る
ほ

ど
に
読
め
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　万
葉
集
は
漢
字
ば
か
り
で
書
か
れ
て
い
る
。漢
字
は
い
う
ま
で
も
な
く
外
国
の
文
字
で
あ
る
。そ

れ
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、上
代
人
は
さ
ま
ざ
ま
に
模
索
し
、種
々
の
実
験
を

行
っ
た
。万
葉
集
の
表
記
は
さ
な
が
ら
そ
の
見
本
市
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、じ
つ
に
多
様
で
あ
る
。

そ
の
後
、漢
字
を
も
と
に
仮
名
が
発
明
さ
れ
、や
が
て「
漢
字
仮
名
交
じ
り
」と
い
う
日
本
語
に
即

し
た
表
記
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
が
、万
葉
集
は
そ
の
前
夜
に
生
ま
れ
た
。日
本
語
表
記
史
上
特

筆
す
べ
き
こ
の
転
換
期
を
は
さ
ん
で
、万
葉
集
は
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に
、簡
単
に
は
読
め
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
１
）春
楊  

葛   

山 

發 

雲 

立   

座   

妹    

念

春
柳
葛
城
山
に
立
つ
雲
の
立
ち
て
も
居
て
も
妹
を
し
ぞ
思
ふ

（
巻
十
一
、二
四
五
三
番
）

（
２
）和
我
世
故
我
可
反
里
吉
麻
佐
武
等
伎
能
多
米
伊
能
知
能
己
佐
牟
和
須
礼
多
麻
布
奈

我
が
背
子
が
帰
り
来
ま
さ
む
時
の
た
め
命
残
さ
む
忘
れ
た
ま
ふ
な（

巻
十
五
、三
七
七
四
番
）

（
３
）熟
田
津
尓
船
乗
世
武
登
月
待
者
潮
毛
可
奈
比
沼
今
者
許
藝
乞
菜

熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ
出
で
な

（
巻
一
、八
番
）

（
１
）の
歌
は
略
体
と
呼
ば
れ
る
表
記
様
式
で
、非
常
に
簡
潔
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。漢
字
の
字
面
を

見
れ
ば
だ
い
た
い
の
意
味
は
把
握
で
き
る
が
、音
数
律
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
絞
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、

読
み
の
確
定
に
は
困
難
が
伴
う
場
合
が
少
な
く
な
い
。現
に
、こ
の
歌
の
場
合
、初
句
を「
あ
を
や
ぎ

の
」と
読
む
説
も
あ
る
。民
謡
調
の
パ
タ
ー
ン
化
し
た
フ
レ
ー
ズ
の
よ
う
に
、読
み
手
に
と
っ
て
あ
る
程

度
予
測
可
能
な
歌
に
適
し
た
表
記
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。葛
城
山
に
立
つ
雲
の
よ
う
に
、立
っ
て
も

座
っ
て
も
、絶
え
ず
あ
の
娘
の
こ
と
を
思
う
の
だ
、と
い
う
恋
の
歌
。「
立
居
振
舞
」「
居
て
も
立
っ
て

も
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、「
居
る
」は
も
と
も
と「
立
つ
」の
対
義
語
で「
座
る
」の
意
。雲
は

立
ち
上
っ
た
り
山
の
端
に
居
座
っ
た
り
す
る
の
で
雲
居
と
い
う
語
が
あ
る
が
、こ
の
歌
の
場
合
、「
〜

雲
の
」ま
で
が「
立
ち
て
も
居
て
も
」を
効
果
的
に
引
き
出
す
序
詞
で
あ
る
。ブ
ロ
ー
ク
ン
な
漢
文
逐

語
訳
の
よ
う
な
体
裁
は
、た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
英
訳
俳
句
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

Old pond ―
 frogs jum

ping in ―
 sound of water

（
小
泉
八
雲
）

（
２
）は
、罪
を
得
て
流
罪
に
処
さ
れ
た
夫
の
帰
り
を
待
つ
新
妻
が
、あ
な
た
が
お
帰
り
に
な
る
時

の
た
め
に
、焦
が
れ
死
に
そ
う
な
こ
の
命
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
、お
忘
れ
に
な
ら
な
い
で
ね
、と

訴
え
た
切
々
た
る
愛
の
歌
。こ
れ
は
す
べ
て
借
音
仮
名
に
よ
る
表
記
で
あ
る
。漢
字
の
意
味
が
捨
象

さ
れ
、そ
の
音
だ
け
が
利
用
さ
れ
る
場
合
を
借
音
と
い
う
。狭
義
の
万
葉
仮
名
は
、こ
の
用
法
で
用

い
ら
れ
た
漢
字
の
こ
と
を
言
う
。一
字
一
音
の
借
音
仮
名
で
書
か
れ
た
も
の
は
読
み
方
を
確
定
し
や

す
い
が
、意
味
の
把
握
に
は
困
難
が
伴
う
場
合
も
あ
る（
現
代
で
も
仮
名
ば
か
り
で
書
か
れ
た
文

章
は
読
み
に
く
い
も
の
で
あ
る
）。漢
字
一
字
は
中
国
語
の
一
単
語
で
あ
る
か
ら
、借
音
の
文
字
列

は
、中
国
人
に
と
っ
て
は
無
意
味
な
中
国
語
で
も
あ
る
。こ
れ
は
、表
記
原
理
と
し
て
は
、次
の
よ
う

に
英
単
語
の
意
味
を
無
視
し
て
発
音
だ
け
を
利
用
し
た
言
葉
遊
び
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

　

Free care car w
as to becom

e M
s. N
ote.

（
３
）の
歌
は
ち
ょっ
と
複
雑
で
あ
る
。「
熟
田
津
」は
固
有
名
詞
な
の
で
ち
ょっ
と
置
い
て
お
く
が
、そ

れ
に
続
く「
尓
」は
借
音
で
あ
る
。こ
の
漢
字
に
は「
お
ま
え
」と
か「
そ
の
」と
い
っ
た
意
味
が
あ
る

が
、こ
の
場
合
は
表
そ
う
と
す
る
内
容
と
関
係
が
な
い
。次
の「
船
乗
」は
日
本
語
と
し
て
訓
読
す

る
。訓
は
漢
字
の
意
味
を
日
本
語
に
移
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
意
味
が
生
き
て
い
る
も
の
を
正

訓
、そ
の
訓
の
音（
外
形
）の
み
を
利
用
し
た
も
の
を
借
訓
と
い
う
。こ
の
場
合
は「
船
に
乗
る
こ
と
」

の
意
味
を
表
し
て
い
る
の
で
正
訓
で
あ
る
。続
く「
世
武
登
」は「
セ
ム
ト
」と
い
う
日
本
語
の
発
音
を

写
す
た
め
の
借
音
。続
く「
月
待
者
」「
潮
」は
と
も
に
訓
読
し
て
そ
の
意
味
が
生
き
て
い
る
の
で
正

訓
、「
毛
可
奈
比
」は
借
音
で
あ
る
。次
の「
沼
」は
、そ
の
訓
の「
ぬ
」（
ヌ
マ
を
古
く
は
ヌ
と
も
い
っ
た
）

の
発
音
が
、い
わ
ゆ
る
完
了
の
助
動
詞「
ぬ
」を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。漢
字
の
本
来
の
意

味
と
は
無
関
係
な
の
で
借
訓
で
あ
る
。「
今
者
」は
正
訓
、「
許
芸
」は
借
音
。最
後
の「
乞
」「
菜
」は
、

と
も
に
借
訓
で
あ
る
。「
乞
」に
は
請
い
願
う
の
意
味
が
あ
り
、人
を
勧
誘
す
る
際
に
用
い
る
日
本
語

「
い
で
」の
訓
が
あ
た
る
場
合
が
あ
る
。こ
こ
は
そ
の
訓
の
発
音
を
利
用
し
て「
出
で
」を
表
し
て
い

る
。「
菜
」の
訓「
な
」は
副
食
物
の
総
称
だ
が
、こ
こ
で
は
終
助
詞
の「
な
」を
表
し
て
い
る
。（

次
頁
下
段
へ
）

は
る
や
な
ぎ
か
づ
ら
き
や
ま
に
た
つ
く
も
の
た
ち
て
も
ゐ
て
も
い
も
を
し
ぞ
お
も
ふ

せ
ん  

わ   

か 

ど
こ
ろ

わ

が

せ

こ

が

か

へ

り

き

ま

さ

む

と

き

の

た

め

い

の

ち

の

こ

さ

む

わ

す

れ

た

ま

ふ

な

ゐ

い
も

万
葉
集
の
表
記

一
に
ぎ 

た   

つ    

に  

ふ
な
の
り  

せ   

む   

と  

つ
き 

ま
て  

ば  

し
ほ  

も  

か    

な   

ひ   

ぬ   

い
ま  

は    

こ   

ぎ  

い
で  

な   

た
ち  

い  

ふ
る 

ま
い

の
ぼ

く
も  

ゐ

じ
ょ
こ
と
ば
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仮
名
の
発
達
と
文
体
の
発
達

　九
五
一（
天
暦
五
）年
、後
宮
に
撰
和
歌
所
が
設
置
さ
れ
、古
今
和
歌
集
に
続
く
二
番
目
の
勅
撰

和
歌
集
で
あ
る
後
撰
和
歌
集
の
撰
集
と
と
も
に
、万
葉
集
に
訓
点
を
施
す
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
と
に
あ
た
っ
た
の
は「
梨
壺
の
五
人
」と
呼
ば
れ
る
当
代
一
流
の
学
者
・
歌
人
た
ち
で
あ
る
。万
葉

集
は
、そ
の
成
立
か
ら
二
百
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、専
門
家
に
よ
る「
解
読
」を
必
要
と
す
る
ほ

ど
に
読
め
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　万
葉
集
は
漢
字
ば
か
り
で
書
か
れ
て
い
る
。漢
字
は
い
う
ま
で
も
な
く
外
国
の
文
字
で
あ
る
。そ

れ
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、上
代
人
は
さ
ま
ざ
ま
に
模
索
し
、種
々
の
実
験
を

行
っ
た
。万
葉
集
の
表
記
は
さ
な
が
ら
そ
の
見
本
市
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、じ
つ
に
多
様
で
あ
る
。

そ
の
後
、漢
字
を
も
と
に
仮
名
が
発
明
さ
れ
、や
が
て「
漢
字
仮
名
交
じ
り
」と
い
う
日
本
語
に
即

し
た
表
記
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
が
、万
葉
集
は
そ
の
前
夜
に
生
ま
れ
た
。日
本
語
表
記
史
上
特

筆
す
べ
き
こ
の
転
換
期
を
は
さ
ん
で
、万
葉
集
は
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に
、簡
単
に
は
読
め
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
１
）春
楊  

葛   

山 

發 

雲 

立   

座   

妹    

念

春
柳
葛
城
山
に
立
つ
雲
の
立
ち
て
も
居
て
も
妹
を
し
ぞ
思
ふ

（
巻
十
一
、二
四
五
三
番
）

（
２
）和
我
世
故
我
可
反
里
吉
麻
佐
武
等
伎
能
多
米
伊
能
知
能
己
佐
牟
和
須
礼
多
麻
布
奈

我
が
背
子
が
帰
り
来
ま
さ
む
時
の
た
め
命
残
さ
む
忘
れ
た
ま
ふ
な（

巻
十
五
、三
七
七
四
番
）

（
３
）熟
田
津
尓
船
乗
世
武
登
月
待
者
潮
毛
可
奈
比
沼
今
者
許
藝
乞
菜

熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ
出
で
な

（
巻
一
、八
番
）

（
１
）の
歌
は
略
体
と
呼
ば
れ
る
表
記
様
式
で
、非
常
に
簡
潔
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。漢
字
の
字
面
を

見
れ
ば
だ
い
た
い
の
意
味
は
把
握
で
き
る
が
、音
数
律
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
絞
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、

読
み
の
確
定
に
は
困
難
が
伴
う
場
合
が
少
な
く
な
い
。現
に
、こ
の
歌
の
場
合
、初
句
を「
あ
を
や
ぎ

の
」と
読
む
説
も
あ
る
。民
謡
調
の
パ
タ
ー
ン
化
し
た
フ
レ
ー
ズ
の
よ
う
に
、読
み
手
に
と
っ
て
あ
る
程

度
予
測
可
能
な
歌
に
適
し
た
表
記
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。葛
城
山
に
立
つ
雲
の
よ
う
に
、立
っ
て
も

座
っ
て
も
、絶
え
ず
あ
の
娘
の
こ
と
を
思
う
の
だ
、と
い
う
恋
の
歌
。「
立
居
振
舞
」「
居
て
も
立
っ
て

も
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、「
居
る
」は
も
と
も
と「
立
つ
」の
対
義
語
で「
座
る
」の
意
。雲
は

立
ち
上
っ
た
り
山
の
端
に
居
座
っ
た
り
す
る
の
で
雲
居
と
い
う
語
が
あ
る
が
、こ
の
歌
の
場
合
、「
〜

雲
の
」ま
で
が「
立
ち
て
も
居
て
も
」を
効
果
的
に
引
き
出
す
序
詞
で
あ
る
。ブ
ロ
ー
ク
ン
な
漢
文
逐

語
訳
の
よ
う
な
体
裁
は
、た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
英
訳
俳
句
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

Old pond ―
 frogs jum

ping in ―
 sound of water

（
小
泉
八
雲
）

（
２
）は
、罪
を
得
て
流
罪
に
処
さ
れ
た
夫
の
帰
り
を
待
つ
新
妻
が
、あ
な
た
が
お
帰
り
に
な
る
時

の
た
め
に
、焦
が
れ
死
に
そ
う
な
こ
の
命
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
、お
忘
れ
に
な
ら
な
い
で
ね
、と

訴
え
た
切
々
た
る
愛
の
歌
。こ
れ
は
す
べ
て
借
音
仮
名
に
よ
る
表
記
で
あ
る
。漢
字
の
意
味
が
捨
象

さ
れ
、そ
の
音
だ
け
が
利
用
さ
れ
る
場
合
を
借
音
と
い
う
。狭
義
の
万
葉
仮
名
は
、こ
の
用
法
で
用

い
ら
れ
た
漢
字
の
こ
と
を
言
う
。一
字
一
音
の
借
音
仮
名
で
書
か
れ
た
も
の
は
読
み
方
を
確
定
し
や

す
い
が
、意
味
の
把
握
に
は
困
難
が
伴
う
場
合
も
あ
る（
現
代
で
も
仮
名
ば
か
り
で
書
か
れ
た
文

章
は
読
み
に
く
い
も
の
で
あ
る
）。漢
字
一
字
は
中
国
語
の
一
単
語
で
あ
る
か
ら
、借
音
の
文
字
列

は
、中
国
人
に
と
っ
て
は
無
意
味
な
中
国
語
で
も
あ
る
。こ
れ
は
、表
記
原
理
と
し
て
は
、次
の
よ
う

に
英
単
語
の
意
味
を
無
視
し
て
発
音
だ
け
を
利
用
し
た
言
葉
遊
び
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

　

Free care car w
as to becom

e M
s. N
ote.

（
３
）の
歌
は
ち
ょっ
と
複
雑
で
あ
る
。「
熟
田
津
」は
固
有
名
詞
な
の
で
ち
ょっ
と
置
い
て
お
く
が
、そ

れ
に
続
く「
尓
」は
借
音
で
あ
る
。こ
の
漢
字
に
は「
お
ま
え
」と
か「
そ
の
」と
い
っ
た
意
味
が
あ
る

が
、こ
の
場
合
は
表
そ
う
と
す
る
内
容
と
関
係
が
な
い
。次
の「
船
乗
」は
日
本
語
と
し
て
訓
読
す

る
。訓
は
漢
字
の
意
味
を
日
本
語
に
移
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
意
味
が
生
き
て
い
る
も
の
を
正

訓
、そ
の
訓
の
音（
外
形
）の
み
を
利
用
し
た
も
の
を
借
訓
と
い
う
。こ
の
場
合
は「
船
に
乗
る
こ
と
」

の
意
味
を
表
し
て
い
る
の
で
正
訓
で
あ
る
。続
く「
世
武
登
」は「
セ
ム
ト
」と
い
う
日
本
語
の
発
音
を

写
す
た
め
の
借
音
。続
く「
月
待
者
」「
潮
」は
と
も
に
訓
読
し
て
そ
の
意
味
が
生
き
て
い
る
の
で
正

訓
、「
毛
可
奈
比
」は
借
音
で
あ
る
。次
の「
沼
」は
、そ
の
訓
の「
ぬ
」（
ヌ
マ
を
古
く
は
ヌ
と
も
い
っ
た
）

の
発
音
が
、い
わ
ゆ
る
完
了
の
助
動
詞「
ぬ
」を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。漢
字
の
本
来
の
意

味
と
は
無
関
係
な
の
で
借
訓
で
あ
る
。「
今
者
」は
正
訓
、「
許
芸
」は
借
音
。最
後
の「
乞
」「
菜
」は
、

と
も
に
借
訓
で
あ
る
。「
乞
」に
は
請
い
願
う
の
意
味
が
あ
り
、人
を
勧
誘
す
る
際
に
用
い
る
日
本
語

「
い
で
」の
訓
が
あ
た
る
場
合
が
あ
る
。こ
こ
は
そ
の
訓
の
発
音
を
利
用
し
て「
出
で
」を
表
し
て
い

る
。「
菜
」の
訓「
な
」は
副
食
物
の
総
称
だ
が
、こ
こ
で
は
終
助
詞
の「
な
」を
表
し
て
い
る
。（

次
頁
下
段
へ
）

は
る
や
な
ぎ
か
づ
ら
き
や
ま
に
た
つ
く
も
の
た
ち
て
も
ゐ
て
も
い
も
を
し
ぞ
お
も
ふ

せ
ん  

わ   

か 

ど
こ
ろ

わ

が

せ

こ

が

か

へ

り

き

ま

さ

む

と

き

の

た

め

い

の

ち

の

こ

さ

む

わ

す

れ

た

ま

ふ

な

ゐ

い
も

万
葉
集
の
表
記

一
に
ぎ 

た   

つ    

に  

ふ
な
の
り  

せ   

む   

と  

つ
き 

ま
て  

ば  

し
ほ  

も  

か    

な   

ひ   

ぬ   

い
ま  

は    

こ   

ぎ  

い
で  

な   

た
ち  

い  

ふ
る 

ま
い

の
ぼ

く
も  

ゐ

じ
ょ
こ
と
ば

5

仮
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　こ
の
よ
う
に
種
々
の
表
記
原
理
が
混
在
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、次
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
に一
脈
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。　

You m
ight think do, today’s hot fish

　（言
う
ま
い
と
思
え
ど
今
日
の
暑
さ
か
な
）

think

、today’s

、hot 

は（
１
）の
よ
う
に
英
語

の
意
味
が
生
き
て
お
り
、You m

ight 

は（
２
）

と
同
様
に
音
の
み
の
利
用
、fish

は
訳
し
て「
サ

カ
ナ
」に
置
き
換
え
る
の
だ
が
、「
魚
」の
意
味

は
捨
象
す
る
の
で
右
の
借
訓
に
あ
た
る
。

　万
葉
歌
の
う
ち
、（
３
）の
よ
う
な
一
見
複
雑
な
表

記
様
式
は
、し
か
し
け
っ
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な

く
、む
し
ろ
主
流
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で
あ
る
。そ

の
理
由
に
つ
い
て
は
、現
存
最
古
の
史
書『
古
事
記
』

（
和
銅
五（
七
一
二
）年
）の
序
文
の
記
述
が
参
考
に
な

る
。撰
録
者
太
安
万
侶
は
、舎
人
稗
田
阿
礼
が
誦
習

し
た
物
語
を
文
字
化
す
る
に
あ
た
り
、そ
の
表
記
方

針
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
、上
古
之
時
、言
意
並
朴
、敷
文
構
句
、於
字

即
難
。已
因
訓
述
者
、詞
不
逮
心
。全
以
音
連

者
、事
趣
更
長
。是
以
今
、或
一
句
之
中
、交
用

音
訓
、或
一
事
之
内
、全
以
訓
録
。即
、辭
理
叵

見
、以
注
明
、意
况
易
解
、更
非
注
。

す
な
わ
ち
、上
古
は
言
葉
も
心
も
素
朴
で
、そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
漢
字
を
使
っ
て
書
き
表
す
の
は
困

難
だ
。す
べ
て
漢
文
に
翻
訳
し
て
か
ら
訓
読
す
る
の
で

は
上
古
の
言
葉
の
心
を
伝
え
き
れ
な
い
し
、す
べ
て
音

訳
し
た
の
で
は
文
章
が
長
く
な
り
す
ぎ
て
よ
み
に
く

い
。そ
こ
で
、あ
る
場
合
は
音
訓
を
交
え
、あ
る
場
合

は
全
く
漢
文
で
記
し
た
。判
り
に
く
い
と
こ
ろ
に
は

注
を
加
え
、簡
単
な
と
こ
ろ
は
加
え
な
か
っ
た
。

　つ
ま
り
、先
ほ
ど
の
万
葉
歌
の（
１
）の
よ
う
な
翻

訳
主
体
の
方
法
、お
よ
び（
２
）の
よ
う
な
一
字
ず
つ
表

音
的
に
記
述
す
る
方
法
の
問
題
点
を
そ
れ
ぞ
れ
挙

げ
、結
局
は
両
者
を
取
り
混
ぜ
た（
３
）の
よ
う
な
方

法
を
基
本
と
し
、必
要
に
応
じ
て
注
も
施
す
と
い
う

の
で
あ
る
。た
と
え
ば
同
書
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
る
。

天
地
初
発
之
時
、於
高
天
原
成
神
名
、天
之
御

中
主
神【
訓
高
下
天
云
阿
麻
、下
効
此
】

【

　】の
中
は
、原
文
で
は
小
字
２
行
書
き
の
割
注
形

式
で
書
か
れ
た
、訓
注
と
呼
ば
れ
る
注
記
で
、「
高
」の

下
の「
天
」を「
阿
麻
」と
訓
め
と
い
う
の
で
あ
る
。こ

れ
に
よ
っ
て「
高
天
原
」が
少
な
く
と
も「
た
か
あ
め

の
は
ら
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。「
た

か
あ
ま
の
は
ら
」ま
た
は「
た
か
あ
ま
が
は
ら
」と
読

ま
せ
た
い
の
で
あ
ろ
う（
現
代
人
に
と
っ
て
は
十
分
な

情
報
と
は
言
い
が
た
い
が
、当
然
な
が
ら
同
時
代
の

読
者
に
伝
わ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
で
あ
る
）。ま
た
、

ち
ょっ
と
後
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

次
国
稚
如
浮
脂
而
久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流

之
時【
流
字
以
上
十
字
以
音
】

「
流
」字
か
ら
上
の
十
字
は
音
読
み
に
せ
よ
と
い
う
訓

注
に
従
っ
て「
久
」字
か
ら
は
意
味
を
無
視
し
て
音
読

す
る
と「
く
ら
げ
な
す
た
だ
よ
へ
る
」と
な
る
。国
が
ま

だ
稚
く
浮
い
た
脂
の
よ
う
で
、ク
ラ
ゲ
み
た
い
に
漂
っ

て
い
る
そ
の
と
き
に
生
ま
れ
た
神
の
名
は
、と
続
い
て

い
く
。「
海
月
」「
漂
」と
い
っ
た
漢
字
で
は
上
古
の
心
が

伝
え
き
れ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。川
上
か
ら

大
き
な
桃
が
ド
ン
ブ
ラ
コ
ッ
コ
、と
い
っ
た
昔
話
の
口

吻
の
よ
う
な
趣
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

お
お
の
や
す  

ま    

ろ

あ

　ま

よ

ヽ
　

  

ヽ

ひ
え 

だ
の   

あ   

れ

わ
か
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　こ
の
よ
う
に
種
々
の
表
記
原
理
が
混
在
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、次
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
に一
脈
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。　

You m
ight think do, today’s hot fish

　（言
う
ま
い
と
思
え
ど
今
日
の
暑
さ
か
な
）

think

、today’s

、hot 

は（
１
）の
よ
う
に
英
語

の
意
味
が
生
き
て
お
り
、You m

ight 

は（
２
）

と
同
様
に
音
の
み
の
利
用
、fish

は
訳
し
て「
サ

カ
ナ
」に
置
き
換
え
る
の
だ
が
、「
魚
」の
意
味

は
捨
象
す
る
の
で
右
の
借
訓
に
あ
た
る
。

　万
葉
歌
の
う
ち
、（
３
）の
よ
う
な
一
見
複
雑
な
表

記
様
式
は
、し
か
し
け
っ
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な

く
、む
し
ろ
主
流
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で
あ
る
。そ

の
理
由
に
つ
い
て
は
、現
存
最
古
の
史
書『
古
事
記
』

（
和
銅
五（
七
一
二
）年
）の
序
文
の
記
述
が
参
考
に
な

る
。撰
録
者
太
安
万
侶
は
、舎
人
稗
田
阿
礼
が
誦
習

し
た
物
語
を
文
字
化
す
る
に
あ
た
り
、そ
の
表
記
方

針
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
、上
古
之
時
、言
意
並
朴
、敷
文
構
句
、於
字

即
難
。已
因
訓
述
者
、詞
不
逮
心
。全
以
音
連

者
、事
趣
更
長
。是
以
今
、或
一
句
之
中
、交
用

音
訓
、或
一
事
之
内
、全
以
訓
録
。即
、辭
理
叵

見
、以
注
明
、意
况
易
解
、更
非
注
。

す
な
わ
ち
、上
古
は
言
葉
も
心
も
素
朴
で
、そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
漢
字
を
使
っ
て
書
き
表
す
の
は
困

難
だ
。す
べ
て
漢
文
に
翻
訳
し
て
か
ら
訓
読
す
る
の
で

は
上
古
の
言
葉
の
心
を
伝
え
き
れ
な
い
し
、す
べ
て
音

訳
し
た
の
で
は
文
章
が
長
く
な
り
す
ぎ
て
よ
み
に
く

い
。そ
こ
で
、あ
る
場
合
は
音
訓
を
交
え
、あ
る
場
合

は
全
く
漢
文
で
記
し
た
。判
り
に
く
い
と
こ
ろ
に
は

注
を
加
え
、簡
単
な
と
こ
ろ
は
加
え
な
か
っ
た
。

　つ
ま
り
、先
ほ
ど
の
万
葉
歌
の（
１
）の
よ
う
な
翻

訳
主
体
の
方
法
、お
よ
び（
２
）の
よ
う
な
一
字
ず
つ
表

音
的
に
記
述
す
る
方
法
の
問
題
点
を
そ
れ
ぞ
れ
挙

げ
、結
局
は
両
者
を
取
り
混
ぜ
た（
３
）の
よ
う
な
方

法
を
基
本
と
し
、必
要
に
応
じ
て
注
も
施
す
と
い
う

の
で
あ
る
。た
と
え
ば
同
書
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
る
。

天
地
初
発
之
時
、於
高
天
原
成
神
名
、天
之
御

中
主
神【
訓
高
下
天
云
阿
麻
、下
効
此
】

【

　】の
中
は
、原
文
で
は
小
字
２
行
書
き
の
割
注
形

式
で
書
か
れ
た
、訓
注
と
呼
ば
れ
る
注
記
で
、「
高
」の

下
の「
天
」を「
阿
麻
」と
訓
め
と
い
う
の
で
あ
る
。こ

れ
に
よ
っ
て「
高
天
原
」が
少
な
く
と
も「
た
か
あ
め

の
は
ら
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。「
た

か
あ
ま
の
は
ら
」ま
た
は「
た
か
あ
ま
が
は
ら
」と
読

ま
せ
た
い
の
で
あ
ろ
う（
現
代
人
に
と
っ
て
は
十
分
な

情
報
と
は
言
い
が
た
い
が
、当
然
な
が
ら
同
時
代
の

読
者
に
伝
わ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
で
あ
る
）。ま
た
、

ち
ょっ
と
後
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

次
国
稚
如
浮
脂
而
久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流

之
時【
流
字
以
上
十
字
以
音
】

「
流
」字
か
ら
上
の
十
字
は
音
読
み
に
せ
よ
と
い
う
訓

注
に
従
っ
て「
久
」字
か
ら
は
意
味
を
無
視
し
て
音
読

す
る
と「
く
ら
げ
な
す
た
だ
よ
へ
る
」と
な
る
。国
が
ま

だ
稚
く
浮
い
た
脂
の
よ
う
で
、ク
ラ
ゲ
み
た
い
に
漂
っ

て
い
る
そ
の
と
き
に
生
ま
れ
た
神
の
名
は
、と
続
い
て

い
く
。「
海
月
」「
漂
」と
い
っ
た
漢
字
で
は
上
古
の
心
が

伝
え
き
れ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。川
上
か
ら

大
き
な
桃
が
ド
ン
ブ
ラ
コ
ッ
コ
、と
い
っ
た
昔
話
の
口

吻
の
よ
う
な
趣
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

お
お
の
や
す  

ま    

ろ

あ

　ま

よ

ヽ
　

  

ヽ

ひ
え 

だ
の   

あ   

れ

わ
か

　塗り箱(紐付)帙入全20冊の写本。書写行程表によると奈良奉行所の与力であった玉井定時が元禄2(1689)年から
元禄4(1691)年にかけて書写したものである。墨付1082枚に及ぶ本書は、表紙に紺紙金泥を使用し、各巻の見返しに
は梅に鶯、裏見返しには蛙の絵が添えられている。本文は薄様に墨書きで、万葉仮名で書かれた歌の右傍に片仮名で
付訓が示される。また、朱筆の注や朱点による歌の句切れを確認することができる。佐々木信綱著の『萬葉清話』184頁
には「玉井定時書寫の萬葉集」という章があり、本書についての解説が書かれている。（巣山）

[玉井定時]　[元禄2(1689)～元禄4(1691)]写　20冊　24.3×17.8cm（春日文庫/107/2）

中院本万葉集

仮
名
の
発
達
と
文
体
の
発
達

　写本。袋綴じ。全20巻。外題に「順萬葉集」とあり、奥書に「本云／斯書以源順自筆為家之證本書冩之功畢／司農少
卿伊行／永暦元年孟春日」とあり、源順自筆の由緒がある本を、「司農少卿伊行」が永暦元（1160）年に書写したものと
される。
　本書は表記に特徴がある。題詞・詞書は、漢字に平仮名による訓が付され、左注は、漢字に一部返り点や平仮名に拠
る部分的な訓が示されている。歌は、平仮名で記され、その右脇に小書きで万葉仮名が施されている。
　奥書に名前のみえる源順は、萬葉集に訓点を付して読みを示す作業に携わった梨壺の五人の一人として有名な平
安中期の歌人である。このことから、「栂尾切」など伝源順筆とされる萬葉集はあるが、現存しない。「司農少卿伊行」と
は、平安時代後期の能書家として知られる藤原伊行のことである。伊行の筆跡は京都国立博物館所蔵の国宝「芦手絵
和漢朗詠集抄」によって確かめることが出来る。（藤田）

伝司農少卿伊行　永暦元 (1160)写　20冊　25.1×18.3cm（春日文庫/64）

永暦元年奥書本万葉集（順万葉集）
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